
新
潟
県
立
新
発
田
高
校
は
県
を
代
表
す

る
進
学
校
の
１
つ
だ
。
例
年
約
１
５
０
人

が
国
公
立
大
に
合
格
す
る
が
、
前
年
度

に
比
べ
て
生
徒
が
１
ク
ラ
ス
分
減
っ
た

２
０
１
５
年
度
も
１
５
０
人
が
国
公
立
大

に
合
格
。
国
公
立
大
進
学
率
は
前
年
度
の

35
・
９
％
か
ら
47
・
０
％
に
上
昇
し
た
。

進
路
指
導
部
長
の
小
林
等ひ

と
し

先
生
は
、
躍
進

の
背
景
と
し
て
、
当
該
学
年
の
「
初
期
指

導
の
徹
底
」「
英
語
指
導
の
強
化
」「
探
究

学
習
」
を
挙
げ
る
。

「
２
０
０
８
年
度
に
公
立
高
校
の
学
区
が

全
県
一
区
に
な
っ
て
か
ら
、
地
元
の
成
績

上
位
層
の
一
部
が
新
潟
市
内
の
高
校
を
目

指
す
よ
う
に
な
り
、
本
校
で
は
学
力
低
下
、

中
で
も
英
語
の
学
力
低
下
が
恒
常
的
な
課

題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
と
同
じ

指
導
で
は
生
徒
を
伸
ば
せ
な
い
と
い
う
共

通
認
識
を
学
年
団
全
員
が
持
っ
て
指
導
に

当
た
っ
た
こ
と
が
、
15
年
度
入
試
の
結
果

に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

「
初
期
指
導
の
徹
底
」「
英
語
指
導
の
強

化
」「
探
究
学
習
」
の
３
つ
の
施
策
を
軸
に
、

同
学
年
の
取
り
組
み
を
見
て
い
き
た
い
。

14
年
度
卒
業
生
が
入
学
し
た
12
年
度
、

学
年
団
発
足
に
当
た
っ
て
行
っ
た
の
は
、

課
題
と
目
標
の
共
有
だ
。
12
年
１
月
、
次

年
度
の
１
学
年
団
が
集
ま
り
、
直
近
４
年

間
の
国
公
立
大
合
格
者
数
、
進
学
率
な
ど

の
デ
ー
タ
を
確
認
し
、
課
題
を
洗
い
出
し

た
。
そ
し
て
、「
国
公
立
大
合
格
率
50
％
以

上
」「
難
関
大
進
学
者
数
15
人
以
上
」「
旧

帝
大
へ
の
複
数
合
格
」
と
い
っ
た
学
年
目

標
を
決
め
、
学
習
や
進
路
へ
の
早
期
意
識

付
け
、
生
活
習
慣
の
確
立
、
学
習
と
部
活

動
と
の
両
立
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

（
以
下
、総
合
学
習
）
の
工
夫
と
い
っ
た
指

導
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
そ
う
し
て
課
題

と
目
標
を
共
有
し
た
上
で
、
３
年
間
を
見

通
し
た
教
科
指
導
、
進
路
行
事
、
総
合
学

習
な
ど
の
指
導
計
画
を
立
て
た
。
進
路
指

導
部
の
平
野
深み

雪ゆ
き

先
生
は
こ
う
語
る
。

「
生
徒
の
入
学
前
に
こ
こ
ま
で
詳
細
に

デ
ー
タ
を
分
析
・
共
有
し
た
学
年
団
は
初

め
て
で
し
た
。
本
校
で
３
年
間
持
ち
上
が

り
を
経
験
し
た
先
生
が
、
学
年
団
に
複
数

い
た
か
ら
出
来
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
１
回
り
目
の
経
験
を
基
に
課
題
を
整

理
し
た
こ
と
が
、
学
年
団
の
早
め
の
始
動

に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

初
期
指
導
で
重
視
し
た
の
は
、
生
徒
の

学
習
習
慣
の
確
立
と
、
主
体
的
な
進
路
選

択
の
重
要
性
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。

入
学
時
か
ら
週
１
回
の
「
学
年
だ
よ
り
」

に
加
え
、「
進
路
だ
よ
り
」
を
発
行
。「
今

の
学
習
時
間
で
は
足
り
な
い
」「
語
句
調
べ

な
ど
の
予
習
を
き
ち
ん
と
し
て
授
業
に
臨

学
年
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り

学
年
団
で
課
題
と
目
標
を
共
有

実
践
事
例
●

新
潟
県
立
新し

発ば

田た

高
校

英
語
の
重
点
化
、体
系
的
な
探
究
学
習
で

「
質
実
剛
健
に
し
て
未
来
の
俊
傑
」を
目
指
す

１
ク
ラ
ス
減
、
英
語
力
の
低
迷
と
い
う
課
題
を
抱
え
な
が
ら
、
２
０
１
５
年
度
入
試
で
実
績
を
伸
ば
し
た
新
潟
県
立
新
発
田
高
校
。

そ
の
背
景
に
は
、
学
習
意
欲
や
進
路
意
識
を
高
め
る
初
期
指
導
、「
ス
ロ
ー
ス
タ
ー
ト
」
を
合
言
葉
に
し
た
英
語
の
基
礎
力
向
上
、

そ
し
て
、
低
学
年
時
か
ら
体
系
的
に
行
う
探
究
学
習
が
あ
っ
た
。
学
力
向
上
が
も
た
ら
す
自
信
、

体
験
か
ら
生
ま
れ
る
確
固
と
し
た
進
路
観
は
、
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
好
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
。

2
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特
集

新
課
程
全
学
年
全
面
実
施
年
に
考
え
る
●2

2
0
1
5
年
度
入
試
に
見
る
こ
れ
か
ら
の
指
導
の
あ
り
方

も
う
」
な
ど
と
、
時
に
厳
し
く
、
時
に
励

ま
し
な
が
ら
、
学
習
習
慣
の
早
期
確
立
を

促
し
た
。
４
月
２
週
目
に
行
っ
た
新
入
生

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
高
校
で
の

学
習
の
仕
方
を
指
導
す
る
と
共
に
、
卒
業

生
の
大
学
生
に
合
格
体
験
を
語
っ
て
も
ら

い
、
進
路
意
識
の
醸
成
に
も
努
め
た
。

教
科
指
導
で
は
、
生
徒
た
ち
の
最
大
の

弱
点
で
あ
っ
た
英
語
の
強
化
を
優
先
し
て

行
う
こ
と
を
学
年
団
で
決
め
た
。
12
年
度

入
学
生
は
従
来
の
８
ク
ラ
ス
か
ら
７
ク
ラ

ス
に
減
っ
た
最
初
の
学
年
で
、
生
徒
の
減

少
に
伴
い
、
成
績
下
位
層
も
減
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
期
待
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ベ
ネ
ッ
セ
の
１
年
生
４
月
の
ス
タ
デ
ィ
ー

サ
ポ
ー
ト
で
は
、
成
績
下
位
層
と
同
様
に

成
績
上
位
層
も
減
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
、Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
）
の
Ｓ
１
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

特
に
英
語
不
振
の
影
響
で
、
Ａ
３
は
全
体

の
12
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
た
。

そ
う
し
た
中
、
英
語
科
は
、
生
徒
に
英

語
学
習
の
取
り
組
み
方
の
指
導
を
丁
寧
に

行
う
こ
と
か
ら
始
め
、「
ス
ロ
ー
ス
タ
ー
ト
」

に
し
て
「
高
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る

移
行
期
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
た
。
授
業
を
ゆ
っ

く
り
進
め
な
が
ら
、
小
テ
ス
ト
や
週
末
課

題
で
中
学
校
段
階
の
内
容
を
復
習
さ
せ
、

１
人
も
取
り
こ
ぼ
さ
ず
に
基
礎
・
基
本
を

定
着
さ
せ
る
こ
と
を
ま
ず
重
視
し
た
の
だ
。

例
年
、
１
年
生
の
４
月
当
初
か
ら
大
学
入

試
に
対
応
し
た
教
材
や
単
語
集
を
活
用
し

て
い
た
が
、
こ
の
学
年
で
は
最
初
の
中
間

考
査
が
終
わ
る
ま
で
は
そ
れ
ら
を
活
用
し

な
か
っ
た
。
英
語
科
の
圓え

ん

堂ど
う

愛
子
先
生
は

次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

「
当
初
は
本
当
に
こ
の
指
導
内
容
で
良
い

の
か
と
い
う
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
進

学
校
の
指
導
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の

で
は
な
い
か
、
か
え
っ
て
入
試
に
間
に
合

わ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
迷
い

も
あ
り
ま
し
た
が
、
決
め
た
以
上
は
徹
底

し
て
や
り
抜
く
覚
悟
で
臨
み
ま
し
た
」

単
に
進
度
を
落
と
す
の
で
は
な
く
、
基

礎
・
基
本
が
身
に
付
く
ま
で
徹
底
し
て
手

を
掛
け
た
の
も
こ
の
学
年
の
特
徴
だ
。
中

学
校
段
階
の
内
容
を
含
む
教
材
を
使
い
、

単
語
テ
ス
ト
、例
文
暗
記
テ
ス
ト
を
毎
時
間
、

週
末
課
題
か
ら
出
題
す
る
週
末
課
題
テ
ス

ト
を
、
毎
週
実
施
。
合
格
点
に
達
し
な
い

生
徒
に
は
再
テ
ス
ト
を
行
い
、課
題
未
提
出

の
生
徒
は
提
出
し
て
か
ら
部
活
動
へ
の
参

加
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
。

「
課
題
の
定
着
度
を
意
識
さ
せ
る
た
め
、

毎
週
月
曜
に
週
末
課
題
テ
ス
ト
を
行
い
ま

し
た
。
課
題
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

れ
ば
合
格
で
き
る
問
題
に
し
た
の
で
、
や

れ
ば
出
来
る
と
い
う
自
信
に
つ
な
が
っ
た

と
思
い
ま
す
」（
圓
堂
先
生
）

全
員
合
格
を
目
指
す
小
テ
ス
ト
は
成
績

下
位
層
の
底
上
げ
が
目
的
だ
が
、
全
体
指

導
に
も
効
果
的
だ
と
、圓
堂
先
生
は
言
う
。

「
生
徒
に
し
て
み
れ
ば
、
再
テ
ス
ト
は
避

け
た
い
し
、
部
活
動
に
も
早
く
出
た
い
。

中
位
層
の
生
徒
は
１
回
で
合
格
し
た
い
と

地
道
に
取
り
組
み
ま
す
。
上
位
層
に
と
っ

て
は
学
習
の
リ
ズ
ム
づ
く
り
に
役
立
ち
、

結
果
的
に
は
全
体
に
好
循
環
が
生
ま
れ
ま

し
た
」

成
績
上
位
層
に
は
、
２
年
生
か
ら
志
望

校
に
応
じ
て
個
別
の
添
削
指
導
を
行
い
、

定
期
考
査
で
は
思
考
力
・
表
現
力
を
問
う

自
由
英
作
文
を
課
す
な
ど
し
て
、
英
語
力
＊ベネッセのテストにおける共通の評価指標。「S1」〜「D3」までの１５段階がある。

新
潟
県
立
新
発
田
高
校

◎
創
立
１
１
９
年
目
を
迎
え
る
伝
統
校
。
２
０
１
３

年
度
か
ら
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ

Ｓ
Ｈ
）
の
指
定
を
受
け
、
地
域
や
大
学
と
連
携
し
た
体

系
的
な
探
究
学
習
を
展
開
。
部
活
動
も
活
発
で
、
男
子

テ
ニ
ス
部
や
陸
上
部
な
ど
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
。

◎
設
立

１
８
９
６
（
明
治
29
）
年

◎
形
態

全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数

1
学
年
約
２
9
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、
東

京
工
業
大
、
新
潟
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
新
潟
県

立
大
な
ど
に
１
５
０
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應

義
塾
大
、
中
央
大
、
明
治
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、

立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
３
５
６
人
が
合
格
。

◎U
R
L
http://w

w
w
.shibata-h.nein.ed.jp/

新
潟
県
立
新
発
田
高
校

小
林
等
こ
ば
や
し
・
ひ
と
し

教
職
歴
27
年
。同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

進
路
指
導
部
長
。「
地
道
に
頑
張
っ
て
い

け
ば
、
い
ず
れ
良
い
こ
と
が
起
こ
る
」

新
潟
県
立
新
発
田
高
校

平
野
深
雪
ひ
ら
の
・
み
ゆ
き

教
職
歴
32
年
。同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。

進
路
指
導
部
。「
高
校
生
活
は
生
徒
に
と
っ

て
通
過
点
で
あ
る
」

新
潟
県
立
新
発
田
高
校
副
校
長

柳
沢
幸
也
や
な
ぎ
さ
わ
・
ゆ
き
や

教
職
歴
31
年
。同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

「
本
校
の
校
是
を
学
校
一
丸
と
な
っ
て
具

現
化
す
る
」

基
礎
・
基
本
の
徹
底
が

全
体
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る

教
科
指
導
は
英
語
に
重
点
化

「
ス
ロ
ー
ス
タ
ー
ト
」
の
船
出
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進
路
意
識
の
醸
成
と
い
う
面
で
効
果
は

あ
っ
た
が
、
講
演
だ
け
で
は
生
徒
は
受
け

身
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
。

「
本
校
に
は
中
学
校
時
代
に
リ
ー
ダ
ー
的

な
存
在
だ
っ
た
生
徒
が
多
い
は
ず
で
す
が
、

入
学
後
に
ど
ん
ど
ん
受
け
身
に
な
っ
て
い

く
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
た

ち
が
生
徒
を
動
か
そ
う
と
し
な
か
っ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
生
徒
に
は
世
界
に
羽

ば
た
く
人
材
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
ま
ず
は
新
発
田
の
発
展
を
担
う
人

材
を
育
て
る
こ
と
が
本
校
の
使
命
で
す
。

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
た
め
に
は
、

主
体
的
に
課
題
を
発
見
・
解
決
で
き
る
力

や
意
欲
を
育
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考

え
ま
し
た
」（
平
野
先
生
）

総
合
学
習
の
内
容
を
構
築
す
る
際
、
次

の
２
点
に
留
意
し
た
。
１
つ
は
、
体
系
的
・

継
続
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
す
る
こ
と
、
も

う
１
つ
は
、
生
徒
自
身
が
活
動
し
、
考
え
、

発
表
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
組
み
込
む

こ
と
だ
。
そ
う
し
て
、
３
年
間
で
体
系
的

に
探
究
学
習
に
取
り
組
む
「
未
来
の
俊
傑

プ
ラ
ン
」
が
始
ま
っ
た
（
図
１
）。

１
年
生
で
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
と
つ
な

が
る
」
だ
。「
農
業
・
環
境
」「
医
療
」「
金
融
」

な
ど
の
10
分
野
か
ら
、
生
徒
は
希
望
分
野

を
選
択
す
る
。
分
野
ご
と
に
社
会
人
講
師

か
ら
「
働
く
意
味
」「
地
域
の
課
題
」
と
い
っ

た
話
を
聞
い
た
後
、
地
元
企
業
を
訪
問
し
、

業
界
や
行
政
を
取
り
巻
く
課
題
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
る
。
そ
の
上
で
、
小
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お

け
る
地
域
の
課
題
と
そ
の
解
決
方
法
を
模

索
す
る
。
研
究
成
果
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

発
表
し
た
後
、
各
分
野
か
ら
代
表
の
１
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
全
体
発
表
会
を
行
う
。

企
業
訪
問
で
は
、
研
究
分
野
に
直
接
つ

な
が
る
課
題
を
出
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。

企
業
担
当
者
が
提
示
し
た
課
題
の
中
か
ら
、

生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
関
心
の
あ
る
分
野
に
引

き
付
け
て
課
題
を
捉
え
直
し
、
そ
の
課
題

の
解
決
策
を
見
い
だ
し
て
い
く
。「
訪
問
先

を
引
き
上
げ
る
指
導
を
行
っ
た
。

基
礎
・
基
本
の
徹
底
の
効
果
は
、
ス
タ

デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
結
果
に
も
表
れ
た
。

１
年
生
１
回
目
の
英
語
の
Ｇ
Ｔ
Ｚ
で
は
Ｂ

２
が
最
も
多
か
っ
た
が
、
２
回
目
で
は
Ｂ

１
、３
回
目
以
降
は
Ａ
３
で
推
移
し
た
。
生

徒
の
英
語
に
対
す
る
自
信
が
深
ま
る
に
連

れ
て
、
積
極
的
に
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
、

長
期
休
業
中
に
洋
書
の
読
破
に
挑
戦
す
る

生
徒
も
現
れ
た
。
丁
寧
に
か
か
わ
る
指
導

に
よ
っ
て
、
主
体
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
姿

勢
が
育
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

英
語
の
指
導
で
の
成
功
は
、
他
教
科
の

指
導
に
も
波
及
し
た
。

「
国
語
や
数
学
な
ど
の
教
師
も
、
英
語
の

指
導
を
参
考
に
小
テ
ス
ト
な
ど
で
基
礎
・

基
本
の
定
着
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
生
徒
も
英
語
で
そ
の
よ
う
な
指
導

に
慣
れ
て
い
た
の
で
、
す
ん
な
り
と
受
け

入
れ
て
く
れ
ま
し
た
」（
小
林
先
生
）

12
年
度
入
学
生
の
指
導
で
、
最
大
の
挑

戦
だ
っ
た
の
が
総
合
学
習
だ
。
そ
れ
ま
で

の
総
合
学
習
は
、
夏
休
み
前
に
５
日
間
連

続
で
大
学
教
授
の
模
擬
講
義
を
聞
き
、
感

想
を
書
く
と
い
う
活
動
だ
っ
た
。
生
徒
の

＊学校資料を基に編集部で作成

学年 テーマ 活動 目標と方策

１学年

地域と
つながる

「地域の俊傑」講演会 社会人による講演を通して仕事・地域社会につ
いて理解を深める。

「
地
域
を
創
造
す
る
」（
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
・
働

く
こ
と
の
意
義
の
理
解
・
学

習
、進
学
の
意
義
の
明
確
化
）

企業訪問 企業見学を通して仕事・地域の課題について理
解を深める。

地域の課題解決学習
地域の課題解決発表会

分野別のグループごとに地域が抱える課題を探求
し、解決策を検討し、プレゼンテーションすること
で、課題を明確化し、情報を収集・整理・分析し、
他者と協同で発表する力を付ける。

新聞切り抜きリレー

２学年

学問と
つながる

学部・学科研究発表会 希望する学部・学科研究を通して、課題研究
のテーマ設定につなげる。

「
学
問
を
探
究
す
る
」（
世
界
の
現
状
の
理

解
・
次
代
を
担
う
人
材
と
し
て
の
自
覚
）

大学講義体験 大学教授による模擬講義を受講することで、
分野別課題研究を深める。

課題研究
課題研究発表会

グループごとに課題を探求し、解決策を検討し、
プレゼンテーションすることで、情報を収集・
整理・分析し、他者と協同で発表する力を付け
る。

課題研究小論文
グループ活動を基に、自分の意見をまとめるこ
とで、意見を客観的に構築し、論理的に表現
する力を付ける。

進路と
つながる 志望理由書作成 志望理由を書いてみることで、自分の希望進路

を明確にする。

新聞切り抜きリレー

３学年

進路と
つながる

総合講座 総合的な知力・学力の向上を目指す。
「
進
路
を
拓
く
」（
社

会
貢
献
の
意
識
の
確

立
・
次
代
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
自
覚
）

小論文総合講座（新書
ブックトーク・新聞課題
解決学習）

意見を明確にし、論理的に表現することで、
受験小論文の作成につなげる。

インターンシップ（就職・
公務員希望者）

新発田市主催のインターンシップ事業への参加
を促す。

新聞要約リレー

図１ 「未来の俊傑プラン」（2012年度入学生）

生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
し

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
指
す

企
業
訪
問
を
通
し
て

生
徒
独
自
の
課
題
を
設
定
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特
集

新
課
程
全
学
年
全
面
実
施
年
に
考
え
る
●2

2
0
1
5
年
度
入
試
に
見
る
こ
れ
か
ら
の
指
導
の
あ
り
方

で
同
じ
話
を
聞
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
課
題
の
捉
え
方
は
生
徒
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
発
表
を
聞
く
生
徒
た
ち
も
、

同
じ
課
題
で
も
様
々
な
捉
え
方
と
切
り
口

が
あ
る
の
だ
と
、
視
野
を
広
げ
て
い
ま
し

た
」
と
平
野
先
生
は
語
る
。

２
年
生
で
は
「
学
問
と
つ
な
が
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
本
格
的
な
探
究
学
習
に
取
り

組
む
。
学
部
・
学
科
研
究
を
行
い
、
関
心

の
あ
る
学
問
に
関
す
る
大
ま
か
な
知
識
を

身
に
付
け
た
上
で
、
大
学
教
授
の
模
擬
講

義
を
受
け
る
。
講
義
は
学
問
分
野
別
に
10

講
座
設
け
ら
れ
、
生
徒
は
希
望
す
る
講
座

を
受
け
た
後
、
講
座
の
中
で
小
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
テ
ー
マ
を
決

め
て
探
究
学
習
を
し
、
１
年
生
の
時
と
同

様
に
、
12
月
に
分
野
別
発
表
会
と
全
体
発

表
会
を
行
う
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
活
動

を
基
に
個
人
論
文
を
作
成
し
、
自
分
の
意

見
を
論
理
的
に
表
現
す
る
力
の
育
成
を
図

る
と
こ
ろ
が
、
２
年
生
の
活
動
の
特
徴
だ
。

こ
れ
ら
２
年
生
の
探
究
学
習
は
、
現
在
、

学
校
設
定
科
目
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
探
究
」
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
、
13
年
度
に
指
定
を
受
け

た
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

の
普
通
科
に
お
け
る
特
徴
的
な
取
り
組
み

と
な
っ
て
い
る
。

３
年
生
で
は
「
進
路
と
つ
な
が
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
新
聞
を
活

用
し
た
課
題
解
決
学
習
な
ど
を
行
い
、
受

験
に
必
要
な
論
理
的
思
考
力
向
上
を
図
る
。

探
究
学
習
は
、
生
徒
の
進
路
選
択
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。「
２
年
生
で

取
り
組
ん
だ
国
際
問
題
を
も
っ
と
深
め
た

い
」「
県
庁
を
訪
問
し
て
、
国
際
交
流
に
携

わ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
し
た
」

な
ど
、
探
究
学
習
の
体
験
を
踏
ま
え
て
進

路
を
選
択
す
る
生
徒
が
増
え
た
。
更
に
、「
地

域
貢
献
」
を
自
分
の
進
路
に
関
連
付
け
て

口
に
す
る
生
徒
も
目
立
つ
。
地
域
に
根
付

い
た
探
究
学
習
が
も
た
ら
し
た
一
定
の
成

果
と
い
え
よ
う
。

体
験
を
通
し
て
進
路
を
見
い
だ
し
た
生

徒
は
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
入
試
に
向
か
う

力
も
身
に
付
け
る
と
、平
野
先
生
は
言
う
。

「
学
力
が
あ
っ
て
も
志
望
が
定
ま
っ
て
い

な
い
生
徒
は
、
少
し
行
き
詰
ま
る
と
『
志

望
を
変
え
た
い
』『
Ａ
Ｏ
入
試
を
受
け
た
い
』

と
い
う
よ
う
に
、
や
す
き
に
流
れ
て
い
き

ま
す
。
目
標
が
明
確
な
生
徒
、

ぶ
れ
な
い
軸
を
持
っ
た
生
徒

は
、
多
少
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
最
後
ま
で
頑
張
り
抜
き
、

大
学
進
学
後
も
夢
を
追
い
続
け

て
い
ま
す
」

柳
沢
幸
也
副
校
長
は
、
今
の

生
徒
に
同
校
が
掲
げ
る
「
俊
傑
」

の
片へ

ん

鱗り
ん

を
見
て
い
る
。

「
本
校
の
校
是
は
『
質
実
剛

健
に
し
て
未
来
の
俊
傑
を
目
指

す
』で
す
。そ
れ
は
、学
力
だ
け

で
は
な
く
、教
科
・
進
路
学
習
、

部
活
動
、
行
事
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
教
育
活
動
を
通
し
て
高
め
ら

れ
る
総
合
的
な
人
間
力
に
よ
っ

て
実
現
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま

す（
図
２
）。
３
年
間
の
体
系
的

な
探
究
学
習
を
通
し
て
、
学
び

は
受
験
の
た
め
だ
け
で
は
な
い

と
い
う
意
識
が
浸
透
し
た
こ
と

が
、
結
果
的
に
15
年
度
入
試
の

実
績
に
も
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

今
後
の
課
題
は
、
１
年
生
の
探
究
学
習

の
改
善
だ
。
現
在
、
学
校
設
定
科
目
と
な

り
、
総
合
学
習
と
連
携
し
な
が
ら
よ
り
充

実
を
図
っ
て
い
る
２
年
生
の
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
探

究
」
を
深
化
さ
せ
る
た
め
に
、
調
べ
学
習

で
終
わ
ら
せ
な
い
課
題
設
定
の
仕
方
や
探

究
の
方
法
を
模
索
し
て
い
く
考
え
だ
。

＊「新発田」を略して「芝田」と書く慣例があり、その名残から同校は通称「芝高（しばこう）」と呼ばれる。

俊傑

＊学校資料を基に編集部で作成

１年
「俊傑の入り口」
芝高生（＊）になる

２年
「未来の俊傑像」
芝高から社会へ

３年
「俊傑への道」
未来への一歩

知力
主体的
学習 総合講座・小論文総合講座 ディベート講座

◎考え抜く力
（理解・分析・検討・判断・選択）
◎前に踏み出す力
（遂行）
◎チームで働く力
（コミュニケーション、
リーダーシップ、
フォロワーシップ）

大学講義体験・課題研究・発表会
ＥＳＤ探究・ＥＳＤ講演会

地域の俊傑講演会
企業訪問

地域の課題解決学習

進路とつながる
先輩と
つながる

学問とつながる

地域とつながる

探究的
学習

ＳＳＨ

学習
習慣

人間力学校行事・生徒会行事・部活動

図２ 新発田高校が目指す「俊傑」の姿

探
究
学
習
を
通
じ
て
の
体
験
が

主
体
的
な
進
路
意
識
を
育
む
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